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【主な研究成果】
　研究代表者らは，アルミニウム合金－純銅から構成される異種金属積層材にて，キンク変形が起こることを，高解像度カメラを用いた圧縮試験中その場光学顕微鏡観察によって明らかにした．キンク変形が起こることは確認したものの，キンクの発現条件に関しては明らかになっていない．仮説として，通常の転位を介した塑性変形が不可能になれば，fcc金属であるアルミニウム合金と純銅を用いた異種金属積層材でもキンク変形が起こると考えられる．そこで，研究代表者らは，当該異種金属積層材のキンク変形に及ぼす組織の影響の解明を目的として研究を行った．
　具体的には，繰り返し重ね接合圧延法(Accumulative roll bonding: ARB)を用いて作製したアルミニウム合金/純銅－異種金属積層材の両層を同時に組織観察するために，クロスポリッシャーを用いて電位線後方散乱回折（Electron back-scattering diffraction: EBSD）測定が可能な試料を準備した．単相材に対してARBを施した場合は，電解研磨によってEBSDに適した表面を得ることが出来るが，異種金属積層材では電解研磨によって各層の表面を，同時にEBSDに適した状態にはできないため，これは．ILM共同利用・共同研究によって実現できた成果となる．
　EBSD測定の結果，各層において，結晶粒径がサブミクロンの組織が形成しており，また，界面には金属間化合物は存在しないことが判明した．つまり，ARBを用いて作製したアルミニウム合金/純銅－異種金属積層材が発現するキンク変形には，異相界面における金属間化合物が不要であることが確定した．これは，ARBを用いて作製した試料において常に議論となっている点であり，今後，キンク変形に関して理解を深めていく上で極めて重要な結果である．

【今後の展望】
　現在のところ，2種類の作製条件しか観察ができていない状況である．今後は，更に2種類以上の作製条件を追加することで，ARBを用いて作製したアルミニウム合金/純銅－異種金属積層材の界面における金属間化合物形成を含む組織形成過程が明らかとなる．その為，今後，さらなる観察が必要と考えられる．

【具体的な成果】
該当なし

	




